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「きりしまストリートテラス」のチ
ラシ（資料：⼤分市）
[画像のクリックで拡⼤表⽰]

実施箇所と店舗が使⽤できる道路部
分（資料：⼤分市）
[画像のクリックで拡⼤表⽰]

 ⿅児島県霧島市の霧島リノベーションまちづくり実⾏
協議会は、県、霧島市、および市中⼼部の6つの商店街
から成るこくぶ通り連合会と連携し、歩道を飲⾷店のテ
ラス席やテイクアウトなどの物販として活⽤する社会実
験「きりしまストリートテラス」を実施する。飲⾷店な
どの地元店舗が、店先の道路空間も活⽤して営業する試
みだ。実施期間は11⽉17⽇から11⽉23⽇の7⽇間で、時
間は午前9時から午後9時まで。霧島市国分中央の新市街
通りの歩道の⼀部区間を使⽤する。

 社会実験は、ソーシャルディスタンスの確保や3密回
避の取り組みを余儀なくされるなか、屋内の客席の減少
が危惧されている飲⾷店などが、新しい⽣活様式の定着
を図ることを⽬的に実施する。現地はJR⽇豊本線国分駅
の東南⽅向に位置し、霧島市役所にも近い。対象となる
道路は、主要地⽅国分霧島線（県道472号線）だ。社会
実験に参加する店舗が利活⽤できる範囲は、沿道の飲⾷
店は⾃⾝の店舗と接する部分の歩道、そのほかの物販な
どを⾏う事業者は、別途、協議会が指定する範囲とな
る。いずれも、歩道交通の妨げにならないように誘導を
⾏う必要がある。

 国は、新型コロナウイルス感染症の影響を受ける飲⾷
店などを⽀援するための緊急措置として、⾃治体と地域
住⺠、団体などが⼀体となって取り組む沿道飲⾷店など
の路上利⽤の占⽤許可基準を緩和している*。今回の社
会実験もこれを利⽤しており、霧島リノベーションまちづくり実⾏協議会が⼀括で道
路占⽤許可と道路使⽤許可を取得し、実施する。

* 当初は11⽉30⽇までだったが、国⼟交通省は11⽉10⽇付で期間を2021年3⽉31⽇まで延⻑した。

 リノベーションまちづくりとは、⾃然環境や⾷、⼈、空き店舗や公的遊休不動産な
どの既存の地域資源を活⽤して新たな事業を⽣み出し、地域と連携してエリアの価値
を向上させる⺠間主導のまちづくりの⼿法だ。霧島市では2019年度からリノベーショ
ンまちづくりに取り組んでおり、その⼀環で創業⼈材の育成や公⺠連携の取り組みを
促進するために、2020年10⽉に市、霧島商⼯会議所、霧島市商⼯会の3者で霧島リノ
ベーションまちづくり実⾏協議会を設⽴した。
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